
別紙 

【参考】 

  青森県内に現存する斗南藩ゆかりの史跡を題材にしました。また、藩主 松平容大、権大参事   

山川浩、少参事 廣澤安任ら斗南藩幹部の写真も採用しました。 

  ※斗南藩は、現在の青森県上北・下北・三戸郡、岩手県二戸郡の一部及び北海道の一部を     

領地としていました。 
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【切手選定理由】 

  斗南藩ゆかりの史跡や人物を題材にしました。 

番号 題材 ふりがな 

（1） 
五戸から田名部へ向かう会津藩士一行 

（長谷川恵一画） 

ごのへからたなぶへむかうあいづはんしいっこう 

（はせがわけいいちが） 

（2） 鶴ヶ城 つるがじょう 

（3） 五戸代官所 ごのへだいかんしょ 

（4） 三戸大神宮 さんのへだいじんぐう 

（5） 斗南藩士上陸の地 となみはんしじょうりくのち 

（6） 円通寺本堂（元斗南藩庁） えんつうじほんどう（もととなみはんちょう） 

（7） 釜臥山（斗南磐梯） かまぶせやま（となみばんだい） 

（8） 尻屋埼灯台 しりやさきとうだい 

（9） 六十九種草堂（三沢市） ろくじゅうくたねくさどう（みさわし） 

（10） 
海路田名部に到着した会津藩士一行 

（長谷川恵一画） 

かいろたなぶにとうちゃくしたあいづはんしいっ

こう（はせがわけいいちが） 


